
○テーマ・概要

○内 容

平成 28 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座

【花とみどり 癒しの科学～園芸療法と脳のはなし～】

日 程:平成 28年 7月 3日（日） 受講者数:26 名

会 場：淡路緑景観キャンパス 講 師: 豊田正博

淡路緑景観キャンパスで緑の癒しを実体験。緑の景観と脳の話から、花とみどりで人を癒す園芸療法

までを紹介します。

１．ストレスと脳・園芸療法

ストレスは脳の扁桃体を刺激し、交感神経や副腎の働きに影響を与えます。ストレスを受けた後に自

然の景観を見る、園芸作業をするといったことにより血圧やコルチゾル濃度（ストレスを感じると放出

されるホルモン）の低下が起こります。

２．デフォルト・モード・ネットワークと園芸療法

思考や注意を伴わない、ぼんやりとした安静状態にある脳が示す神経活動状態をデフォルト・モード

といい、この状態は、自己認識、見当識、記憶に関与していると考えられています。自然の景観を見て

いる時や、園芸で同じ作業を繰り返し行っているときにも同様の状態が起こりやすいと考えられていま

す。園芸療法では、対象者がこうした状態の時に、自己を肯定的にとらえることができるような声掛け

をしていきます。

３．ミラー・ニューロンと園芸療法

人には、他人の行動を見るだけで、自分が行動している時のように反応する脳神経（ミラー・ニュー

ロン）があります。見てわかりやすい行動はまねしやすいものですが、園芸作業は、見てわかりやすく、

まねしやすいだけでなく、「きれい・かわいらしい」、「おいしい」といった情動的共感も伝わりやすい

という特徴があります。幼児と母親が自然の中で過ごしたり、一緒に園芸をしたりすることは、ミラー

ニューロン発達の基盤となる情動的共感や模倣の場面を数多く経験することにつながります。園芸作業

をまねることや、花や野菜を見て情動的な共感を経験を重ねることで、健常者に限らず、自閉傾向があ

る人にとってもコミュニケーション能力の向上が期待されます。

４．前頭葉の働きと園芸療法

園芸作業中は前頭前野の脳血流が増加し、脳の働きが活発になります。これには、園芸作業に含まれ

る動作のくり返し、動作への注意、注意の移動、注意の配分、巧緻性の高い指先を使う動作などが関係

していて、継続的に園芸をすることが加齢による脳機能低下抑制につながると考えられます。


